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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

4) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
5) ☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
6) K は機械式継手を示す。
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

4) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
5) ☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
6) K は機械式継手を示す。
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

4) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
5) ☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
6) K は機械式継手を示す。
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

4) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
5) ☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
6) K は機械式継手を示す。
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

4) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
5) ☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
6) K は機械式継手を示す。

☆

☆ ☆ ☆ ☆

☆

☆

☆ ☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆ ☆

☆ ☆

☆

☆ ☆☆

☆

☆

☆

☆

☆

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　A1橋台配筋図(5)

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A1橋台配筋図(5)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

S=1:100

図 示

11     75



2 - 21 - 1

4 - 4

S
T
A
.5

0
0 CL

12 1 2

D1910-1WL

D1911-1WL

D1910-2WL

D1911-2WL

D255WL

D254WL

D198WL

D199WL D1620WL D1620WL

D321WL

D322WL

D1614-1WL

D1615-1WL

D1614-2WL

D1615-2WL

D1911-1WL

D1911-2WL

D1618WL

D1621WLD1621WL

1
0
0

2
3
x3
0
0
=6
9
0
0

1
60 1
00

1
2
x3
0
0
=3
6
0
0

2
9
88
7

1
00
5

1
12
4
4

3
00
0

1
0
0

2
3
x3
0
0
=6
9
0
0

1
60 1
00

1
2
x3
0
0
=3
6
0
0

2
8
387

1
00
5

1
12
3
0

3
00
0

3
00
0

7
37
0

69
3
8
14

1
00
5

1
0
0

2
3
x3
0
0
=6
9
0
0

1
60
2
10
1
21

1
1
x3
0
0
=3
3
0
0

3
0
4

141231 3x300
=900

778

23002050

2450 4350 2700 2450 4350 2700

141231 3x300
=900

778

23002050

3
00
0

7
37
0

69
3
8
28

1
0
05

1
0
0

2
3
x3
0
0
=6
9
0
0

1
60
2
10
1
21

1
1
x3
0
0
=3
3
0
0

3
1
8
89 89

3

3

44

5 5

5 - 5

5
00

500

110
274

116

500

1
0
6

1
50

1
51

8
x
30
0
=
24
0
0

2
3
1

1
4
2

3
18
0

93

783x300=900
231

142

1350 700

173
2x300
=600

778

1550

109.5

1061
16

1
1
0

D322WL

D255WL

D196WL

D1323WL

D1622WL

D199WL

D1618WL

112.5

2050

2
4
3

2
4
3

2
4
3

2
41
.
5

5
00

500

110
274

116

500

783x300=900
231

142

1350 3000

173
2x300
=600

3078

3850

D321WL

D254WL

D196WL

103.5

110

D1323WL

D198WL

1
0
6

1
5
0

1
51

8
x
30
0
=
24
0
0

2
3
1

1
4
2

3
18
0

D1622WL

93

1
16

1
1
0

D1618WL

4350

3 - 3

127.5
231
141.5

2
4
3

2
41
.
5

500

1
0
0

2
3
x3
0
0
=6
9
0
0

1
60 1
00

1
2x
3
00
=
3
60
6

2
9
7
88

1
1
25
2

3
00
0

1
0
0

2
3
x3
0
0
=6
9
0
0

1
601
00

1
2x
3
00
=
3
60
6

2
97

1
0
2

1
1
26
6

3
00
0

D1910-1WL

D1910-2WL

D1615-1WL

D1615-2WL

D1621WL

D1323WL

8787.5

116274110

500

127.5 231 141.5

D1323WL

D321WLD199WL

D1910WLD1614WL 11WL15WL

かぶり詳細図 S=1:40

内面側外面側

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　A1橋台配筋図(6)

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A1橋台配筋図(6)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

S=1:100

図 示

12     75



500

5
00

1
10

2
74

1
1
65
0
0

106
150
151 8x300=2400

231
142

3180

93

7
8

3
x3
0
0=
9
0
0

2
31

1
42

1
35
0

7
0
0

1
73

2
x3
0
0

=
60
0

7
78

1
55
0

1
0
9.
5

1
0
6

1
1
2.
5

116

110

D322WL

D255WL

D196WL

500

5
0
0

1
1
0

2
7
4

1
16

5
00

106
150
151 8x300=2400

231
142

3180

93

7
8

3
x
30
0
=
90
0

2
3
1

1
4
2

1
35
0

3
0
00

1
7
3
2
x
30
0

=
60
0

3
07
8

3
8
50

116

110

D321WL

D254WL

D196WL

1
0
3.
5

1
10D1323WL

D1622WL

D1622WL

D1323WL

D199WL

D198WL

D196WL D321WL

D322WLD323WL

1
0
0

2
5
x3
0
0
=7
5
0
0

1
6
01
00

1
3x
3
00
=
3
90
0

1
80

90

1
22
0
9

1
80

1
0
0

2
5
x3
0
0
=7
5
0
0

1
6
01
00

1
3x
3
00
=
3
90
0

1
80

9
5

1
22
1
5

1
80

D197WL

D1622WLD1622WL

D1621WLD1621WL

D1619WL

D1619WL

106
150
151 8x300=2400

231
142

3180

106
150
151 8x300=2400

231
142

3180

2680 500

D1910-1WL

D1910-2WL

D1911-1WL

D1911-2WL

D1913-1WL

D1913-2WL

D1913-2WL

D1912WL

D1911-1WL

D1911-2WL

D1614-1WL

D1615-1WL

D1614-2WL

D1615-2WL

D1616WLD1617-1WL

D1617-2WL

D1617-2WL

D1618WL

D1618WL

6 - 6 7 - 7

S
TA

.
5
00 CL

8 8
7

6

7

6

44

5 5

2680 500
2680 500

4 - 4 5 - 5

127.5
231
141.5

500

8 - 8

127.5
231
141.5

500

9 - 9

1
0
0

2
5
x3
0
0
=7
5
0
0

1
6
01
00

1
3x
3
00
=
3
90
0

1
80

90

1
22
0
9

1
80

D1621WL

D1323WL

D1913-1WL

D1913-2WL

D1617-1WL

D1617-2WL

2
43

2
4
1.
5

9 9

1
00

2
3x
3
00
=
6
90
0

1
6
01
00

1
3
x3
0
0
=3
6
0
0

1
1
24
4

3
84

1
0
05

3
0
00

2
50
0

3
0
02
00 1
00

2
3x
3
00
=
6
90
0

1
6
0 1
00

1
3
x3
0
0
=3
6
0
0

3
9
0

1
00
5

1
12
5
0

3
0
00

2
40
0

2
40
0

D1911-2WL

D1911-1WL

D1614-2WL

D1614-2WL

1
0
0

2
5
x3
0
0
=7
5
0
0

1
6
0 1
00

1
3x
3
00
=
3
90
0

1
80

9
5

1
22
1
5

1
80

87 87.5

116 274 110

500

127.5231141.5

D1323WL

D321WL D196WL

D19 D1616WL12WL 17WL

かぶり詳細図 S=1:40

内面側外面側

1
00

2
3x
3
00
=
6
90
0

1
6
0 1
00

1
2
x3
0
0
=3
6
0
0

4
12

1
0
0

1
1
27
2

3
0
00

1
00

2
3x
3
00
=
6
90
0

1
6
0 1
00

1
2
x3
0
0
=3
6
0
0

4
0
6 1
0
0

1
12
6
6

3
0
00

2WL

13WL

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　A1橋台配筋図(7)

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A1橋台配筋図(7)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

S=1:100

図 示

13     75



318

17
98

108

10
8

R=137.5135
°

13
5°

3
18

R=137.5

WL5 11 D25 2650
15
1

WL2 13 D32 5270

384
1
63
6

2940 15
1

R=96

R=96

17
80

10
8

13
5°

3
18

R=137.5

118

300

R=
78

WL4 25 D25 2630

7
00
0

285

7
7
40

8
5
5～

8
22

W
L 1
1
-1

4
D
19

8
00
0

WL
1
1
-2

4
D
19

7
0
00

6
0
00

285

8
7
40

8
19
～
8
4
6

W
L 1
0
-1

4
D
1
9

9
00
0

WL
1
0
-2

4
D
19

6
00
0

1
15
0
0

2880 15
1

R=96

3
93
9

384

R=96

W
L
1

2
5

D
3
2

7
5
10

WL12 4 D19 11610 (平均長)

径

D19

〃

記号 本数

1-1

-2

12

a

11905

11685

L

11910

11690

〃-3 11465 11470

〃-4 11360 11360

4 11610平均

a

12

12

12

1

1

1

7
5
00

5
5
00

9
80

1
2
02
0

WL
1
3
-1

4
D
1
9

7
5
00

W
L 1

3
-2

4
D
1
9

5
5
00

WL16 4 D16 11610 (平均長)

径

D16

〃

記号 本数

1-1

-2

16

a

11905

11685

L

11910

11690

〃-3 11465 11470

〃-4 11360 11360

4 11610平均

a

1

1

1

16

16

16

WL
1
7
-1

4
D
1
6

7
5
00

W
L 1

7
-2

4
D
1
6

5
5
00

W
L 1
8

2
D
16

1
15
0
0

240

8
7
81

6
00
0

1
3
9
3
9～

1
3
9
22
(
13
93
0)

8
4
2～

85
9)

W
L 1
4
-1

4
D
16

9
00
0

W
L 1

4
-2

4
D
1
6

6
0
00

240

7
7
81

7
0
00

1
3
9
3
7～

1
3
9
30
(
13
93
4)

8
4
4～

8
51

WL
15

-1
3

D
16

8
00
0

WL
1
5
-2

3
D
16

7
0
00

1
3
8
8
4～

1
3
9
21
(
13
90
8)

1
3
8
8
5～

1
3
91
8
(1
39
02
)

1068～1313(1191)

WL3 2 D32 1200 (平均長)

2
85

2969

WL6 40 D19 3230

1068～1313(1191)

WL7 2 D19 1200 (平均長)

2
8
5

2
8
5

4118

WL8 25 D19 4640

2
85

2
8
5

1815

WL9 13 D19 2340

823

1438143°45'

WL19 2 D16 2260

1828

WL20 2 D16 1830

2
40

231

2
40

WL21 11 D16 720

240

2
65

240

WL22 42 D16 750

1
9
5

1
9
5

313

WL23 52 D13 710

15
1

7
5
00

5
5
00

9
80

1
2
02
0

2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

4) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
5) ☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
6) K は機械式継手を示す。
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

4) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
5) ☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
6) K は機械式継手を示す。

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　A1橋台配筋図(10)

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A1橋台配筋図(10)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

S=1:100
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単位質量 1本当り質量 質　 量 摘　　要本 数長　 さ径記 号

1m＜L≦2m 2m＜L≦3m 3m＜L≦4m 4m＜L≦5m 5m＜L≦6m0m＜L≦1m
鉄筋径

D13 --- --- --- --- ---388

D16 --- 36 --- ------

D19 --- 264 --- ------

D22 --- --- --- --- ------

D25 --- --- --- --- ------

小　計 --- 300 --- ---388

合　計 688 箇所

箇　　所　　数

機械式鉄筋定着工法数量表（エポキシ鉄筋）
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鉄　筋　表
単位質量
(kg/m)

1本当り質量
(kg/本)

質　 量
(kg)

摘　　要本 数長　 さ
(mm)

径
(mm)

記 号

鉄　筋　表

P     1 D35 4,500 66 7.51 33.8 2,231

P     2 D35 4,500 34 7.51 33.8 1149

P     3 D25 10,510 22 3.98 41.8 920

P     4 D16 10,260 21 1.56 16.0 336

P     5 D16 3,000 2 1.56 4.68 9

P     6 D16 910 6 1.56 1.42 9

P     7 D13 9,930 1 0.995 9.88 10

P     8 D13 710 336 0.995 0.706 237

4,901 kg

E     1 D22 520 12 3.04 1.58 19

E     2 D16 2,690 28 1.56 4.20 118

E     3 D13 9,930 4 0.995 9.88 40

E     4 D13 1,280 12 0.995 1.27 15

192 kg

A     1 D32 10,500 80 6.23 65.4 5,232

A     2 D32 10,000 20 6.23 62.3 1,246

A     3 D19 10,370 72 2.25 23.3 1,678

A     4 D19 5,120 2 2.25 11.5 23

A     5 D16 10,540 8 1.56 16.4 131

A     6 D16 10,260 8 1.56 16.0 128

A     8 D19 3,090 264 2.25 6.95 1,835

10,320 kg

S     1 D16 10,640 10 1.56 16.6 166

S     2 D16 3,040 36 1.56 4.74 171

S     3 D16 4,500 38 1.56 7.02 267

S     4 D16 2,220 36 1.56 3.46 125

S     5 D16 2,790 8 1.56 4.35 35

764 kg

F   1-1 D35 8,000 38 7.51 60.1 2,284

F   1-2

F     2

F     3

F     4

F     5

F     6

F     7

F     8

F     9

F    10

F    11

F    12

F    13

F    14

17,039 kg

WL   1 D32 7,510 25 6.23 46.8 1,170

WL   2 D32 5,270 13 6.23 32.8 426

WL   3 D32 1,200 2 6.23 7.48 15

WL   4 D25 2,630 25 3.98 10.5 263

WL   5 D25 2,650 11 3.98 10.5 116

WL   6 D19 3,230 40 2.25 7.27 291

WL   7 D19 1,200 2 2.25 2.70 5

WL   8 D19 4,640 25 2.25 10.4 260

WL   9 D19 2,340 13 2.25 5.27 69

WL 10-1 D19 9,000 4 2.25 20.3 81

WL 10-2 D19 6,000 4 2.25 13.5 54

WL 11-1 D19 8,000 4 2.25 18.0 72

WL 11-2 D19 7,000 4 2.25 15.8 63

WL  12 D19 11,610 4 2.25 26.1 104

WL 13-1 D19 7,500 4 2.25 16.9 68

WL 13-2 D19 5,500 4 2.25 12.4 50

WL 14-1 D16 9,000 4 1.56 14.0 56

WL 14-2 D16 6,000 4 1.56 9.36 37

WL 15-1 D16 8,000 3 1.56 12.5 38

WL 15-2 D16 7,000 3 1.56 10.9 33

WL  16 D16 11,610 4 1.56 18.1 72

WL 17-1 D16 7,500 4 1.56 11.7 47

WL 17-2 D16 5,500 4 1.56 8.58 34

WL  18 D16 11,500 2 1.56 17.9 36

WL  19 D16 2,260 2 1.56 3.53 7

WL  20 D16 1,830 2 1.56 2.85 6

WL  21 D16 720 11 1.56 1.12 12

WL  22 D16 750 42 1.56 1.17 49

WL  23 D13 710 52 0.995 0.706 37

3,571 kg

WR  1-1 D29 9,000 7 5.04 45.4 318

WR  1-2 D29 5,570 7 5.04 28.1 197

WR  2-1 D29 8,000 6 5.04 40.3 242

WR  2-2 D29 6,570 6 5.04 33.1 199

WR   3 D29 8,000 5 5.04 40.3 202

WR  4-1 D25 9,000 6 3.98 35.8 215

WR  4-2 D25 6,500 6 3.98 25.9 155

WR  5-1 D25 8,000 7 3.98 31.8 223

WR  5-2 D25 7,500 7 3.98 29.9 209

WR   6 D25 6,950 44 3.98 27.7 1,219

WR   7 D25 6,920 12 3.98 27.5 330

WR   8 D25 4,840 12 3.98 19.3 232

WR   9 D25 8,340 3 3.98 33.2 100

WR  10 D25 3,070 11 3.98 12.2 134

WR  11 D25 3,090 25 3.98 12.3 308

WR  12 D22 6,910 26 3.04 21.0 546

WR  13 D22 6,770 12 3.04 20.6 247

WR  14 D22 8,340 3 3.04 25.4 76

WR  15 D16 2,210 28 1.56 3.45 97

WR  16 D16 8,500 2 1.56 13.3 27

WR  17 D16 6,500 2 1.56 10.1 20

WR  18 D16 8,340 2 1.56 13.0 26

WR  19 D16 11,500 2 1.56 17.9 36

WR  20 D16 1,020 38 1.56 1.59 60

WR  21 D16 980 28 1.56 1.53 43

WR  22 D13 810 52 0.995 0.806 42

WR  23 D13 970 44 0.995 0.965 42

5,545 kg

KL    1 D16 1,950 17 1.56 3.04 52

KL    2 D16 1,600 1 1.56 2.50 3

KL    3 D16 1,350 17 1.56 2.11 36

KL    4 D16 1,230 17 1.56 1.92 33

KL    5 D13 1,950 52 0.995 1.94 101

KL    6 D13 1,200 52 0.995 1.19 62

KL    7 D13 1,150 52 0.995 1.14 59

KL    8 D13 8,510 3 0.995 8.47 25

KL    9 D13 4,230 18 0.995 4.21 76

KL   10 D13 4,190 2 0.995 4.17 8

465 kg

KR    1 D16 1,950 17 1.56 3.04 52

KR    2 D16 1,600 1 1.56 2.50 3

KR    3 D16 1,750 17 1.56 2.73 46

KR    4 D16 1,300 17 1.56 2.03 35

KR    5 D13 1,950 52 0.995 1.94 101

KR    6 D13 1,470 52 0.995 1.46 76

KR    7 D13 1,190 52 0.995 1.18 61

KR    8 D13 8,510 3 0.995 8.47 25

KR    9 D13 4,230 18 0.995 4.21 76

KR   10 D13 4,190 2 0.995 4.17 8

493 kg

B     1 D16 3,890 4 1.56 6.07 24

B     2 D16 3,760 5 1.56 5.87 29

B     3 D13 2,710 8 0.995 2.70 22

75 kg

(kg/m) (kg/本) (kg)(mm)(mm)

※

※

[38]

※

※

※

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

[7]

[6]

(平均長)

(平均長)

(平均長)

※

A     7 D19 10,380 2 2.25 23.4 47

D35

D35

D35

D29

D35

D25

D25

D22

D19

D19

D16

D16

D19

D16

6,500

8,070

4,500

6,950

11,420

11,160

1,740

11,080

11,040

9,840

3,160

3,150

2,980

2,940

38

37

38

75

33

14

8

10

26

26

20

23

195

36

7.51

7.51

7.51

5.04

7.51

3.98

3.98

3.04

2.25

2.25

1.56

1.56

2.25

1.56

48.8

60.6

33.8

35

85.8

44.4

6.93

33.7

24.8

22.1

4.93

4.91

6.71

4.59

1,854

2,242

1,284

2,625

2,831

622

55

337

645

575

99

113

1,308

165

A種鉄筋

D51

D38

D35

D32

D29

D25

D22

D19

 --- kg

 --- kg

6357 kg

 --- kg

2625 kg

337 kg

1220 kg

普通鉄筋

D16

D13

合計

 --- kg

11428 kg

212 kg

677 kg

B種鉄筋

 --- kg

 --- kg

4138 kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

4138 kg

 --- kg

 --- kg

C種鉄筋

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

1308 kg

 --- kg

1473 kg

165 kg

 --- kg

A + B+ C

 --- kg

 --- kg

10495 kg

 --- kg

2625 kg

337 kg

2528 kg

 --- kg

17039 kg

377 kg

677 kg

D51

D38

D35

D32

D29

D25

D22

D19

 --- kg

 --- kg

3380 kg

8089 kg

202 kg

888 kg

2865 kg

エポキシ樹脂塗装鉄筋

D16

D13

合計

864 kg

23085 kg

2373 kg

4424 kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

956 kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 956 kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

1835 kg

279 kg

2285 kg

171 kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

3380 kg

8089 kg

1158 kg

888 kg

4700 kg

1143 kg

26326 kg

2544 kg

4424 kg

総質量 34513 kg 5094 kg 3758 kg 43365 kg

D41  --- kg  --- kg  --- kg  --- kg

D41  --- kg  --- kg  --- kg  --- kg

KL   11 D13 1,050 10 0.995 1.04 10

KR   11 D13 1,050 0.99510 1.04 10

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

1m＜L≦2m 2m＜L≦3m 3m＜L≦4m 4m＜L≦5m 5m＜L≦6m0m＜L≦1m
鉄筋径

D13 --- --- --- --- ---

D16 --- 36 --- ------

D19 --- 195 --- ------

D22 --- --- --- --- ------

D25 --- --- --- --- ------

小　計 --- 231 --- ---

合　計 231 箇所

箇　　所　　数

機械式鉄筋定着工法数量表（普通鉄筋）

---

---

---

------

---

---

---

2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

4) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
5) ☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
6) K は機械式継手を示す。

(38)

(13)

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　A1橋台配筋図(13)

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A1橋台配筋図(13)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

S=1:60

図 示

19     75
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※アンカーボルト鉄筋は下部工埋込み部

以外は亜鉛メッキを施す。(本体工に計上)
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補強筋
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アンカー筋
D22  L=520

下部工計上以外施工対象外(舗装工事施工)

単位質量
(kg/m)

1本当り質量
(kg/本)

質　 量
(kg)

摘　要本 数長　 さ
(mm)

径
(mm)

記 号

鉄　筋　表
備   考

S     1 D25 4,990 31 3.98 19.86 616

S     2 D25 4,800 61 3.98 19.10 1,165

S     3 D16 8,590 17 1.56 13.40 228

S     4 D16 8,470 33 1.56 13.21 436

S     5 D13 340 203 0.995 0.34 69

S     6 D13 960 12 0.995 0.96 12

S     7 D13 300 96 0.995 0.30 29

2,555 kg

(SD345) D13 110 kg

(SD345) D16 664 kg

(SD345) D25 1,781 kg

合計 2,555 kg

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A1橋台踏掛版配筋図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

かやぐらばし　A1橋台踏掛版配筋図 S=1:100 20     75
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80.5

115

設計径φ2950

公称径φ3000

25

80.5

115

設計径φ2950

公称径φ3000

25

ライナープレート

D25K101

D22K103

※

D22K102

ライナープレート

D25K201

D22K202

NO.1

NO.2 NO.4

NO.3

STA.500

CL

I期線側

前趾側

後趾側

1
7
50

6
00
0

1
7
50

9
50
0

200067002000

10700

NO.1

NO.2

NO.1深礎杭

K   101 D25 6,180 32 3.98 24.6 787

K   102 D22 6,190 100 3.04 18.8 1,880

K   103 D22 3,080 64 3.04 9.36 599

3,266 kg

(SD345) D22 1,880 kg

(SD345) D25 787 kg

合計 2,667 kg

NO.2深礎杭

K   201 D25 6,180 32 3.98 24.6 787

K   202 D22 6,190 100 3.04 18.8 1,880

2,667 kg

(SD345) D22 1,880 kg

(SD345) D25 787 kg

合計 2,667 kg

鉄　筋　表 (杭1本当り質量)

1m＜L≦2m 2m＜L≦3m 3m＜L≦4m 4m＜L≦5m 5m＜L≦6m0m＜L≦1m
鉄筋径

D13 --- --- --- --- ------

D16 --- --- --- --- ------

D19 --- --- --- --- ------

D22 --- --- 64 --- ------

D25 --- --- --- --- ------

小　計 --- --- 64 --- ------

合　計 64

箇　　所　　数

機械式鉄筋定着工法数量表

※

5
0

16

単位質量
(kg/m)

1本当り質量
(kg/本)

質　 量
(kg)

摘　　要本 数長　 さ
(mm)

径
(mm)

記 号

特記事項

機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

1.道路橋示方書-同解説(H24.3日本道路協会)

2.機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

半円形フックの設置方向を変更してもよい。

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

3.機械式鉄筋定着工法の採用においては、監督員より

使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の確認を

得てから工事を行うこと。

鉄筋A 鉄筋C

599 kg

599 kg

< φ3000 杭長 L=4.0m,N=2本 >

箇所

鉄筋A 鉄筋C

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　A1橋台深礎杭配筋図(1)

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A1橋台深礎杭配筋図(1)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

S=1:100 21     75
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NO.3深礎杭

K   301 D29 9,320 32 5.04 47.0 1,504

K   302 D22 6,180 142 3.04 18.8 2,670

4,174 kg

(SD345) D22 2,670 kg

(SD345) D29 1,504 kg

合計 4,174 kg

NO.4深礎杭

K   401 D25 9,180 32 3.98 36.5 1,168

K   402 D22 6,190 140 3.04 18.8 2,632

3,800 kg

(SD345) D22 2,632 kg

(SD345) D25 1,168 kg

合計 3,800 kg

鉄　筋　表 (杭1本当り質量)

単位質量
(kg/m)

1本当り質量
(kg/本)

質　 量
(kg)

摘　　要本 数長　 さ
(mm)

径
(mm)

記 号
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115
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ライナープレート

D25K401

D22K402

83.5

120

設計径φ2950

公称径φ3000

25

ライナープレート

D29K301

D22K302

< φ3000 杭長 L=7.0m,N=2本 >

鉄筋A 鉄筋C

鉄筋A 鉄筋C

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　A1橋台深礎杭配筋図(2)

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A1橋台深礎杭配筋図(2)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

S=1:100 22     75
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ライナープレート

軸方向鉄筋

25
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62

規　格　寸　法 質 量(kg) 備　　考

ライナープレート

組立ボルト M16×30(4.6,LP組立て用) 168

名　    称

2,496 黒皮品(SS330)P-10,t=2.7mm

数  量

1,224

96

単位質量

0.137

26.0

ライナープレート材料表

・NO.1,2深礎杭(設計長 4.0m)

ライナープレート

組立ボルト M16×30(4.6,LP組立て用) 306

4,368 黒皮品(SS330)P-10,t=2.7mm

2,232

168

0.137

26.0

規　格　寸　法 延長 (m) 備　　考名   称 数  量

グラウト注入管材料表(参考)

直管 VPφ50 22.0--

継手管 90°エルボ(VPφ50用) 8 --

直管 VPφ50 46.0--

継手管 90°エルボ(VPφ50用) 8 --

・NO.3,4深礎杭(設計長 7.0m)

474

6,864

7,338 kg

〃

kgライナープレート

組立ボルト

合計

継手管 8 --90°Y(VPφ50用)

継手管 12 --90°Y(VPφ50用)

・NO.1,2深礎杭(設計長 4.0m)

・NO.3,4深礎杭(設計長 7.0m)

▽48.224 ▽48.224

・本図で示す標高はすべてT.P表示とする。

坑口コンクリートD1-1 2.2 1本当たり

8.8 4本当たり

坑口型枠D 5.025 1本当たり

20.1 4本当たり

m3

m3

m2

m
2

500500500

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　A1橋台深礎杭土留工図

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A1橋台深礎杭土留工図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

S=1:100 23     75
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相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　A1橋台裏込め工排水工詳細図

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A1橋台裏込め工排水工詳細図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

S=1:200

地下排水工詳細図 S=1:40

Du-P-φ0.15・0.50・0.50

項 目 種 別 単位 数 量 備 考

数 量 表

地下排水工 Du-P-φ0.15・0.50・0.50 m 7.7

裏込め材
裏込め工B　一次施工 509.0m3

2

平 面 図

1 - 1 2 - 2

2

11

図 示

裏込め工B　(舗装工事施工) 106.1m3 二次施工
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

4) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
5) K は機械式継手を示す。

図 示

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　P1橋脚配筋図(1)

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

P1橋脚配筋図(1)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

4) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
5) K は機械式継手を示す。

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

P1橋脚配筋図(2)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

かやぐらばし　P1橋脚配筋図(2) S=1:100
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

4) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
5) K は機械式継手を示す。

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

P1橋脚配筋図(3)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

かやぐらばし　P1橋脚配筋図(3) S=1:100

図 示
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

4) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
5) K は機械式継手を示す。

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

P1橋脚配筋図(4)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

かやぐらばし　P1橋脚配筋図(4) S=1:100

図 示
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単位質量
(kg/m)

1本当り質量
(kg/本)

質　 量
(kg)

摘　　要本 数長　 さ
(mm)

径
(mm)

記 号

鉄　筋　表

1m＜L≦2m 2m＜L≦3m 3m＜L≦4m 4m＜L≦5m 5m＜L≦6m0m＜L≦1m
鉄筋径

D13 --- --- --- --- ------

D16 --- 90 34 --- ------

D19 --- --- 224 --- 112---

D22 --- --- --- --- ------

D25 --- --- --- --- ------

小　計 --- 90 258 --- 112---

合　計 460 箇所

箇　　所　　数

機械式鉄筋定着工法数量表

(平均長)

(4)

(2)

(16)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

[40]

[40]

(55)

(28)

※

※

※

※

※

※

※

S   1 D16 2,580 48 1.56 4.02 193

S   2 D16 3,530 8 1.56 5.51 44

237 kg

B   1 D32 9,240 8 6.23 57.6 461

B   2 D32 8,340 10 6.23 52 520

B   3 D32 9,660 2 6.23 60.2 120

B   4 D32 9,660 4 6.23 60.2 241

B   5 D32 8,250 16 6.23 51.4 822

B   6 D25 5,000 6 3.98 19.9 119

B   7 D25 4,470 6 3.98 17.8 107

B   8 D25 5,000 6 3.98 19.9 119

B   9 D25 4,470 6 3.98 17.8 107

B   10 D19 9,970 14 2.25 22.4 314

B   11 D19 10,260 5 2.25 23.1 116

B   12 D19 10,210 5 2.25 23.0 115

B   13 D19 9,390 4 2.25 21.1 84

B   14 D19 9,370 4 2.25 21.1 84

B   15 D19 6,330 5 2.25 14.2 71

B   16 D19 6,320 5 2.25 14.2 71

B   17 D19 8,290 24 2.25 18.7 449

B   18 D19 5,990 9 2.25 13.5 122

B   19 D19 5,980 9 2.25 13.5 122

B   20 D19 4,500 9 2.25 10.1 91

B   21 D19 3,390 14 2.25 7.63 107

B   22 D19 2,610 5 2.25 5.87 29

B   23 D19 2,610 5 2.25 5.87 29

B   24 D19 1,790 9 2.25 4.03 36

B   25 D19 1,790 9 2.25 4.03 36

B   26 D16 3,100 34 1.56 4.84 165

B   27 D16 2,470 10 1.56 3.85 39

4,696 kg

C   1-1 D51 9,000 40 15.9 143 5,720

C   1-2 D51 5,190 40 15.9 82.5 3,300

C   2-1 D51 7,000 40 15.9 111 4,440

C   2-2 D51 7,190 40 15.9 114 4,560

C   3 D19 7,920 152 2.25 17.8 2,706

C   4 D19 8,010 12 2.25 18.0 216

C   5 D19 5,040 100 2.25 11.3 1,130

C   6 D19 5,090 12 2.25 11.5 138

C   7 D19 3,040 200 2.25 6.84 1,368

C   8 D19 3,090 24 2.25 6.95 167

23,745 kg

F   1-1 D35 6,990 55 7.51 52.5 2,888

F   1-2 D35 5,020 55 7.51 37.7 2,074

F   2-1 D35 6,990 28 7.51 52.5 1,470

F   2-2 D35 5,140 28 7.51 38.6 1,081

F   3 D29 9,070 28 5.04 45.7 1,280

F   4 D22 8,880 28 3.04 27.0 756

F   5 D16 8,690 18 1.56 13.6 245

F   6 D16 8,690 18 1.56 13.6 245

F   7 D16 2,240 80 1.56 3.49 279

10,318 kg

A種鉄筋

D51

D38

D35

D32

D29

D25

D22

D19

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 981 kg

1280 kg

756 kg

 4798 kg

普通鉄筋

D16

D13

合計

 --- kg

8994 kg

727 kg

 452 kg

B種鉄筋

 18020 kg

 --- kg

7513 kg

 1183 kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

26716 kg

 --- kg

 --- kg

C種鉄筋

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 2803 kg

 --- kg

3286 kg

 483 kg

 --- kg

A + B + C

 18020 kg

 --- kg

7513 kg

 2164 kg

1280 kg

756 kg

 7601 kg

 --- kg

38996 kg

1210 kg

 452 kg

総質量 8994 kg 26716 kg 3286 kg 38996 kg

2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

3) 詳細図に示す定着体はHead-bar工法であるが、他工法の採用を否定するものではない。

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

4) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
5) K は機械式継手を示す。

(80)

(83)

(22)

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

P1橋脚配筋図(5)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

かやぐらばし　P1橋脚配筋図(5) S=1:60

図 示
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・本図で示す標高はすべてT.P表示とする。

・図で示すハッチング　　　部は、上部工施工とする。

道　路　規　格

重 要 度 区 分

設 計 条 件

活　　荷　　重

地　域　区　分

地　盤　種　別

直角方向

橋軸方向
平
震
度

設
計
水

躯　体

基　礎

鉄　筋

支持地盤
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項
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の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

3) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
4) ☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

3) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
4) ☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
5) K は機械式継手を示す。
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

3) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
4) ☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
5) K は機械式継手を示す。
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

3) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
4) ☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
5) K は機械式継手を示す。
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

3) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
4) ☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
5) K は機械式継手を示す。
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

3) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
4) ☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
5) K は機械式継手を示す。
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2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、

監督員より使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

3) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を発注者に確認してから
　 工事を実施すること。
4) ☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
5) K は機械式継手を示す。

 K

 
K
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鉄筋径

D13 --- --- --- --- ---

D16 --- 33 --- ------

D19 --- ------

D22 --- --- --- --- ------

D25 --- --- --- --- ------

小　計 --- 239 ---

合　計 239 箇所

箇　　所　　数

機械式鉄筋定着工法数量表（普通鉄筋）

単位質量
(kg/m)

1本当り質量
(kg/本)

質　 量
(kg)

摘　　要本 数長　 さ
(mm)

径
(mm)

記 号

鉄　筋　表
単位質量
(kg/m)

1本当り質量
(kg/本)

質　 量
(kg)

摘　　要本 数長　 さ
(mm)

径
(mm)

記 号

鉄　筋　表

P     1 D35 4,500 64 7.51 2,163

P     2

P     4-1

P     5

P     6

P     7

P     8

P     9

6,300 kg

E     1 D22 520 12 3.04 1.58 19

E     2 D16 2,690 28 1.56 4.20 118

E     3 D13 9,930 4 0.995 9.88 40

E     4 D13 1,280 12 0.995 1.27 15

192 kg

A     1 D32 11,000 83 6.23 68.5 5,686

A     2 D32

A     3 D19

A     4 D19

A     5 D16

A     6 D16

A     7 D19

A     8 D19

kg

S     1 D16 10,670 10 1.56 16.6 166

S     3 D16

S     2 D16

S     4 D16

S     5 D16

kg

F   1-1 D32 8,000 38 6.23 49.8 1,892

F   1-2 D32

F     2 D32

F     3 D32

F     4 D32

F     5 D29

F     6 D29

F     7 D22

F     8 D19

F     9 D19

F    10 D19

F    11 D16

F    12 D16

F    13 D19

F    14 D16

15,725 kg

WL   4 D41

WL   7 D35

WL   9 D35

WL  10 D35

WL  11 D25

WL 12-1 D35

WL 12-2 D35

WL 13-1 D35

WL 13-2 D35

WL  14 D35

WL 15-1 D35

WL 16-1 D19

WL 16-2 D19

WL 17-1 D19

WL 17-2 D19

WL  18 D19

WL  19 D16

WL  20 D16

WL  21 D13

WL  22 D32

WL  23 D32

WL  24 D19

WL  25 D19

WL  26 D19

WL  27 D16

WL  28 D16

WL  29 D16

WL  30 D13

WL  31 D16

kg

WR  1-1 D32 9,500 10 6.23 59.2 592

WR  1-2

WR  2-1 D32

WR  2-2 D32

WR   3 D32

WR  4-1 D29

WR  4-2 D29

WR  5-1 D29

WR  5-2 D29

WR   6 D19

WR   7 D16

WR   8 D29

WR   9 D29

WR  10 D29

WR  11 D29

WR  12 D29

WR  13 D29

WR  14 D25

WR  15 D25

WR  16 D25

WR  17 D25

WR  18 D16

WR  19 D16

WR  20 D16

WR  21 D16

WR  22 D16

WR  23 D16

WR  24 D13

WR  25 D13

kg

KL    1 D16 1,950 17 1.56 3.04 52

KL    2 D16

KL    3 D16

KL    4 D16

KL    5 D13

KL    6 D13

KL    7 D13

KL    8 D13

KL    9 D13

KL   10 D13

kg

KR    1 D16

KR    2 D16

KR    3 D16

KR    4 D16

KR    5 D13

KR    6 D13

KR    7 D13

KR    8 D13

KR    9 D13

KR   10 D13

kg

B     1 D16 3,900 4 1.56 6.08 24

B     2 D16 3,770 5 1.56 5.88 29

B     3 D13 2,710 8 0.995 2.70 22

75 kg

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

※

※

※

※

※

※

206 --- ---

---

[10]

[5]

[8]

[7]

D35 4,500 36 7.51 33.8 1,217

D32 10,690 13 6.23 66.6 866

D32 10,690 4 6.23 66.6 266

D29 10,600 22 5.04 53.4

D16 3,800 2 1.56 5.93 12

D13 910 7 0.995 0.905 6

D13 9,930 1 0.995 9.88 10

D13 710 357 0.995 0.706 252

10,500 17 6.23 65.4 1,112

10,370 77 2.25 23.3 1,794

5,590 1 2.25 12.6 13

11,000 9 1.56 17.2 155

10,750 9 1.56 16.8 151

10,380 2 2.25 23.4 47

3,090 286 2.25 6.95 1,988

10,946

3,040 36 1.56 4.74 171

5,000 38 1.56 7.80 296

2,220 36 1.56 3.46 125

2,790 8 1.56 4.35 35

793

6,530 38 6.23 40.7 1,547

7,580 37 6.23 47.2 1,746

7,490 75 6.23 46.7 3,503

4,000 38 6.23 24.9 946

11,250 34 5.04 56.7 1,928

11,270 16 5.04 56.8 909

1,580 8 3.04 4.80 38

10,980 10 2.25 24.7 247

11,040 26 2.25 24.8 645

9,900 26 2.25 22.3 580

3,160 20 1.56 4.93 99

3,150 22 1.56 4.91 108

2,990 206 2.25 6.73 1,386

2,940 33 1.56 4.59 151

9,480 1 10.5 99.5 100

9,960 6 7.51 74.8 449

5,500 3 7.51 41.3 124

9,480 1 7.51 71.2 71

3,070 36 3.98 12.2 439

9,000 4 7.51 67.6 270

3,870 4 7.51 29.1 116

8,000 3 7.51 60.1 180

4,870 3 7.51 36.6 110

3,000 8 7.51 22.5 180

10,390 7 7.51 78.0 546

9,500 3 2.25 21.4 64

4,000 3 2.25 9.00 27

7,500 4 2.25 16.9 68

6,000 4 2.25 13.5 54

3,000 8 2.25 6.75 54

10,390 16 1.56 16.2 259

1,160 29 1.56 1.81 52

1,170 113 0.995 1.16 131

3,950 41 6.23 24.6 1,009

3,510 1 6.23 21.9 22

3,770 41 2.25 8.48 348

3,510 1 2.25 7.90 8

10,330 10 2.25 23.2 232

10,330 14 1.56 16.1 225

670 10 1.56 1.05 11

710 36 1.56 1.11 40

670 43 0.995 0.67 29

9,480 2 1.56 14.8 30

14,355

5,670 10 6.23 35.3 353

8,500 5 6.23 53.0 265

6,670 5 6.23 41.6 208

8,500 6 6.23 53.0 318

9,500 8 5.04 47.9 383

5,630 8 5.04 28.4 227

8,500 7 5.04 42.8 300

6,630 7 5.04 33.4 234

2,040 12 2.25 4.59 55

1,990 12 1.56 3.10 37

7,510 46 5.04 37.9 1,743

5,200 15 5.04 26.2 393

6,980 10 5.04 35.2 352

8,340 3 5.04 42.0 126

3,250 11 5.04 16.4 180

3,220 26 5.04 16.2 421

7,450 27 3.98 29.7 802

5,140 2 3.98 20.5 41

6,900 10 3.98 27.5 275

8,340 3 3.98 33.2 100

8,340 2 1.56 13.0 26

9,500 2 1.56 14.8 30

6,000 1 1.56 9.36 9

6,000 1 1.56 9.36 9

1,050 41 1.56 1.64 67

1,010 28 1.56 1.58 44

860 75 0.995 0.856 64

1,020 47 0.995 1.01 47

7,701

1,600 1 1.56 2.50 3

1,400 17 1.56 2.18 37

1,230 17 1.56 1.92 33

1,950 52 0.995 1.94 101

1,240 52 0.995 1.23 64

1,150 52 0.995 1.14 59

8,510 3 0.995 8.47 25

4,230 18 0.995 4.21 76

4,190 2 0.995 4.17 8

469

1,950 17 1.56 3.04 52

1,600 1 1.56 2.50 3

1,770 17 1.56 2.76 47

1,300 17 1.56 2.03 35

1,950 52 0.995 1.94 101

1,490 52 0.995 1.48 77

1,190 52 0.995 1.18 61

8,510 3 0.995 8.47 25

4,230 18 0.995 4.21 76

4,190 2 0.995 4.17 8

496

P     4-2

D32

(平均長)

(平均長)

A種鉄筋

D51

D38

D35

D32

D29

D25

D22

D19

 --- kg

 --- kg

 --- kg

6195 kg

2837 kg

38 kg

1472 kg

普通鉄筋

D16

D13

合計

 --- kg

10749 kg

207 kg

 --- kg

B種鉄筋

 --- kg

 --- kg

 --- kg

3439 kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

3439 kg

 --- kg

 --- kg

C種鉄筋

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

1386 kg

 --- kg

1537 kg

151 kg

 --- kg

A + B + C

 --- kg

 --- kg

 --- kg

9634 kg

2837 kg

38 kg

2858 kg

 --- kg

15725 kg

358 kg

 --- kg

D51

D38

D35

D32

D29

D25

D22

D19

 --- kg

 --- kg

6772 kg

9612 kg

4390 kg

19 kg

2764 kg

エポキシ樹脂塗装鉄筋

D16

D13

合計

1003 kg

35614 kg

2212 kg

2030 kg

 --- kg

 --- kg

 676 kg

1418 kg

1144 kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

3238 kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

1988 kg

316 kg

2475 kg

171 kg

 --- kg

 --- kg

 --- kg

7448 kg

11030 kg

5534 kg

19 kg

4752 kg

1319 kg

41327 kg

2383 kg

2030 kg

総質量 46363 kg 6677 kg 4012 kg 57052 kg

D41 6812 kg  --- kg 6812 kg

D41  --- kg  --- kg  --- kg  --- kg

WL 15-2 D25 10,390 9 3.98 41.4 373 (平均長)

[38]

[4]

[3]

1,175

KL   11 D13 1,060 10 0.995 1.05 11

KR   11 D13 1,060 10 0.995 1.05 11

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

33.8

1m＜L≦2m 2m＜L≦3m 3m＜L≦4m 4m＜L≦5m 5m＜L≦6m0m＜L≦1m
鉄筋径

D13 --- --- --- --- ---

D16 --- --- ------

D19 ---

36

------

D22 --- --- --- --- ------

D25 --- --- --- --- ------

小　計 --- 322 ---

合　計 754 箇所

箇　　所　　数

機械式鉄筋定着工法数量表（エポキシ樹脂）

432

432

--- ---

---

---

--- ---

---

---

2) 機械式鉄筋定着工法の採用においては、監督員より

使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の承認を得てから工事を行うこと。

特記事項

1) 「※」印表記は機械式鉄筋定着工法を示すが、
適用にあたっては下記の基準等を満足すること。

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体
と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

·道路橋示方書 ·同解説（H29.11日本道路協会）
·機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果
の実験等による効果が保障された定着工法を用いること。

3) 機械式継手については、使用製品の製品と施工方法、管理方法等を
　 発注者に確認してから工事を実施すること。
4) ☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
5) K は機械式継手を示す。

(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

D32 10,690 5 6.23 66.6 333P     3

WL   1 D41 11,770 6 10.5 124.0 744

WL   2 D41

WL  3-1 D41

WL   5 D41

WL   6 D41

WL   8 D35

10,650 27 10.5 112.0 3,024

6,910 3 10.5 72.6 218

7,520 27 10.5 79.0 2,133

8,680 5 10.5 91.1 456

9,970 27 7.51 74.9 2,022

WL  3-2 D41 4,360 3 10.5 45.8 137

 --- kg

(38)

(7)

(15)

(15)

286

---

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　A2橋台配筋図(13)

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A2橋台配筋図(13)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

S=1:60

図 示

45     75
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S 3 27 D19 9230

8933

S 4 53 D19 8940

440 11x750=8250 460

8509150

10000

アンカー筋
D22  L=520

ゴム支承
150x150x30

9130 20

8509150

10700

700

440 11x750=8250 460

83510x750=7500815

9150

2
80

2
004
8
0

5
0
0

2
0

1 - 1

111

2
0
4

111

S 5 375 D13 430

アンカーボルト鉄筋 D22x520

750ピッチ(下部工計上)

※アンカーボルト鉄筋は下部工埋込み部

以外は亜鉛メッキを施す。(本体工に計上)

D13S 7

補強筋

ゴム支承 150x150x30

瀝青系目地材(t=30)

瀝青系目地材(t=20)

D13S 6

スパイラル補強筋

ガス管50A L=210

キャップφ70x3.2

受台部詳細図 S=1:40
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5

受台部横断図 4 - 4

2 - 2 3 - 3
5 - 5

単位質量
(kg/m)

1本当り質量
(kg/本)

質　 量
(kg)

本 数長　 さ
(mm)

径
(mm)

記 号

鉄　筋　表

5

4

摘　要 備   考

S     1 D29 8,170 32 5.04 41.18 1,318

S     2 D29 7,810 61 5.04 39.36 2,401

S     3 D19 9,230 27 2.25 20.77 561

S     4 D19 8,940 53 2.25 20.12 1,066

S     5 D13 430 375 0.995 0.43 161

S     6 D13 960 12 0.995 0.96 12

S     7 D13 300 96 0.995 0.30 29

5,548 kg

(SD345) D13 202 kg

(SD345) D19 1,627 kg

(SD345) D29 3,719 kg

合計 5,548 kg

アンカー筋
D22  L=520

下部工計上以外施工対象外(舗装工事施工)

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A2橋台踏掛版配筋図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

かやぐらばし　A2橋台踏掛版配筋図 S=1:100 46     75
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0
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D32K201 D32K201

D22K202

6 6

1
00

3
x
30
0

=
90
0

2
x
20
0

=
40
0

2
x
20
0

=
40
0

K   101 D29 9,820 32 5.04 49.5 1,584

K   102 D22 6,180 146 3.04 18.8 2,745

4,329 kg

(SD345) D22

(SD345) D29

合計

kg

NO.1深礎杭

鉄　筋　表 (杭1本当り質量)

単位質量
(kg/m) (kg/本)

質　 量
(kg)

摘　　要本 数長　 さ
(mm)

径
(mm)

記 号

K   201

K   202

NO.2深礎杭

D32 9,820 32 6.23 61.2 1,958

D22 6,180 146 3.04 18.8 2,745

4,703

(SD345) D22 2,745 kg

(SD345) D32 1,958 kg

合計 4,703 kg

2,745 kg

1,584 kg

4,329 kg

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　A2橋台深礎杭配筋図(1)

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A2橋台深礎杭配筋図(1)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

S=1:100 47     75
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7 - 7 8 - 8

NO.3深礎杭

10 - 10 11 - 11

NO.4深礎杭

80.5

115

設計径φ2950

公称径φ3000

25

ライナープレート

D22

※

D22K302

NO.3

K   303 D22 2,870 196 3.04 8.72 1,709

NO.3深礎杭

K   301 D25 11,680 32 3.98 46.5 1,488

K   302 D22 6,190 156 3.04 18.8 2,933

6,130 kg

(SD345) D22 2,933 kg

(SD345) D25 1,488 kg

合計 4,421 kg

NO.4深礎杭

K   401 D32 11,920 32 6.23 74.3 2,378

K   402 D22 6,180 158 3.04 18.8 2,970

7,057 kg

(SD345) D22 2,970 kg

(SD345) D32 2,378 kg

合計 5,348 kg

鉄　筋　表 (杭1本当り質量)

※

5
0

16

単位質量
(kg/m)

1本当り質量
(kg/本)

質　 量
(kg)

摘　　要本 数長　 さ
(mm)

径
(mm)

記 号
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1m＜L≦2m 2m＜L≦3m 3m＜L≦4m 4m＜L≦5m 5m＜L≦6m0m＜L≦1m
鉄筋径

D13 --- --- --- --- ------

D16 --- --- --- --- ------

D19 --- --- --- --- ------

D22 --- 392 --- --- ------

D25 --- --- --- --- ------

小　計 --- 392 --- --- ------

合　計 392 箇所

箇　　所　　数

機械式鉄筋定着工法数量表

特記事項

機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

1.道路橋示方書-同解説(H24.3日本道路協会)

2.機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

(H28.7機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

半円形フックの設置方向を変更してもよい。

また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

3.機械式鉄筋定着工法の採用においては、監督員より

使用鉄筋の性能と施工方法、管理方法の確認を

得てから工事を行うこと。

< φ3000 杭長 L=9.5m,N=2本 >

鉄筋A 鉄筋C

1,709 kg

1,709 kg

鉄筋A 鉄筋C

1,709 kg

1,709 kg

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　A2橋台深礎杭配筋図(2)

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A2橋台深礎杭配筋図(2)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

S=1:100 48     75
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S=1:20配管詳細図
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5
0
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ライナープレート

軸方向鉄筋

25

φ3000

φ2950

62

規　格　寸　法 質 量(kg) 備　　考

ライナープレート

組立ボルト M16×30(4.6,LP組立て用) 329

名　    称

4,680 黒皮品(SS330)P-10,t=2.7mm

数  量

2,400

180

単位質量

0.137

26.0

ライナープレート材料表

・NO.1,2深礎杭(設計長 7.5m)

ライナープレート

組立ボルト M16×30(4.6,LP組立て用) 421

5,928 黒皮品(SS330)P-10,t=2.7mm

3,072

228

0.137

26.0

規　格　寸　法 延長 (m) 備　　考名   称 数  量

グラウト注入管材料表

直管 VPφ50 50.0--

継手管 90°エルボ(VPφ50用) 8 --

直管 VPφ50 66.0--

継手管 90°エルボ(VPφ50用) 8 --

・NO.3,4深礎杭(設計長 9.5m)

750

10,608

11,358 kg

〃

kgライナープレート

組立ボルト

合計

継手管 12 --90°Y(VPφ50用)

継手管 2090°Y(VPφ50用)

・NO.1,2深礎杭(設計長 7.5m)

・NO.3,4深礎杭(設計長 9.5m)

▽48.938

・本図で示す標高はすべてT.P表示とする。
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m
2

--
相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　A2橋台深礎杭土留工図

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A2橋台深礎杭土留工図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所
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相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　A2橋台裏込め工排水工詳細図

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A2橋台裏込め工排水工詳細図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

S=1:200

地下排水工詳細図 S=1:40

Du-P-φ0.15・0.50・0.50

9.2

2

平 面 図

1 - 1 2 - 2

2

11

図 示

項 目 種 別 単位 数 量 備 考

数 量 表

地下排水工 Du-P-φ0.15,・0.50・ 0.50 m

裏込め材
裏込め工B　一次施工 m3

裏込め工B　(舗装工事施工) m3

1050.4

114.4

路体 m 209.4
3

3 - 33

3

3

3

本線路体へ計上

二次施工
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相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

L型擁壁配筋図(1)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

かやぐらばし　L型擁壁配筋図(1) S=1:100

L1(1)

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。

     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

　　下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。

☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。

K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。

　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)

　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)

　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の

    承認を得てから工事を行うこと。

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、

☆
☆ ☆

☆

☆

☆

☆

☆ ☆

☆ ☆
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相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

L型擁壁配筋図(2)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

かやぐらばし　L型擁壁配筋図(2) S=1:100

L1(2)

F2 D13
0

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。

     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

　　下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。

☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。

K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。

　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)

　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)

　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の

    承認を得てから工事を行うこと。

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆
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相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

L型擁壁配筋図(3)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

かやぐらばし　L型擁壁配筋図(3) S=1:100

L1(3)

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。

     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

　　下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。

☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。

K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。

　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)

　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)

　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の

    承認を得てから工事を行うこと。

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、

☆ ☆ ☆
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機械式鉄筋定着体

5561

37-D29x5560W6
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1-D29x5560
W8

3621

1-D29x3620W9

8100

27-D29x8100W10

3950～7700
(5825)
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149°2'

F
18 D19F

15 D29

F
22 D32

F23 D32

2 3

2 3

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

L型擁壁配筋図(4)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

かやぐらばし　L型擁壁配筋図(4) S=1:100

L1(4)

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。

     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

　　下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。

☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。

K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。

　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)

　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)

　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の

    承認を得てから工事を行うこと。

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、

☆ ☆

☆

☆
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F
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F
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D32
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2 3

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

L型擁壁配筋図(5)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

かやぐらばし　L型擁壁配筋図(5) S=1:100

L1(5)

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。

     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

　　下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。

☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。

K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。

　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)

　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)

　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の

    承認を得てから工事を行うこと。

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、

☆

☆

☆

☆ ☆ ☆

☆ ☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆
☆

☆

☆
☆

☆
☆

☆

☆
☆
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矢 視 図

1 1

5

4

5

4

2 3

2 3

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

L型擁壁配筋図(6)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

かやぐらばし　L型擁壁配筋図(6) S=1:100

L1(6)

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。

     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

　　下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。

☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。

K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。

　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)

　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)

　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の

    承認を得てから工事を行うこと。

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、

☆ ☆

☆

☆ ☆ ☆

☆

☆

☆
☆

☆ ☆

☆ ☆

☆

☆
☆
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常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

L型擁壁配筋図(7)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

かやぐらばし　L型擁壁配筋図(7) S=1:100

L1(7)

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。

     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン

      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

　　下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。

☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。

K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。

　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)

　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)

　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の

    承認を得てから工事を行うこと。

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、

☆

☆

☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆

☆

☆

☆

☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆
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記　号 本　数径
(mm)
長　さ

(kg/m)
単位質量

(kg)
１本当り質量

(kg)
質　量 摘　要

鉄 筋 表

θ

R

32.5

スターラップ

12∅

主          筋

13787D29

96D32 151

75

66

57

48

D25

D22

D19

D16

104

118

89

75

39D13

R

径

61

a

R=3φ

θ≦90゜

125159.537

17641 138

88

104.5

121

137.5

28

32

25

21

95

108

69

82

7

8

D16

5

6

4

5

40

R=5.5φ

71.5

R

17

△L

56

a

θ=135゜

D133

△L R

径

63 17

51

a

R=2.5φ

θ= 90゜

14

△L

竪壁･底版スターラップ主          筋

鉄 筋 加 工 寸 法 表

∅

100

a

θ

R∅

a

165105D35

114D38 179

151192.545

20949 164

8

9

D25

D22

D19

径

D16

D13

1854

864

小 計

小 計

D32

D29

合 計

種  別

D16

～D25

D29,

D32

8984

質 量 摘 要

鉄 筋 集 計 表

D35

D38

(SD345)

A

1854

(kg)

4993

6266

記　号 本　数径
(mm)

長　さ
(kg/m)
単位質量

(kg)
１本当り質量

(kg)
質　量

鉄 筋 表
摘　要

機械継手数量表
項目 鉄筋径 箇所数

機械継手

箇所数

合  計 209

D29

D32

D35

D38

D41

D51

-

-

184

-

-

25

A(E)鉄筋 A鉄筋 合計

D32 kg

D29 kg

D19 kg

D16 kg

D13 kg

合計 kg

機械継手箇所

(184)kgkg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kgkg

注：(  )内数値は機械継手箇所を示す。

D25

D22

D19

D16

D13

小 計

小 計

D32

D29

合 計

D16

～D25

D29,

D32

18908

D35

D38

(SD345)

B

17144

18908

D25

D22

D19

D16

D13

1697

176

小 計

小 計

D32

D29

合 計

D16

～D25

D29,

D32

17287

D35

D38

(SD345)

A(E)

1520

8361

15414

W 1 D32 11220 88 6.23 69.9 6151

W 2 D32 9860 36 6.23 61.4 2210

W 3 D29 11800 49 5.04 59.5 2916

W 4 D29 9820 19 5.04 49.5 941

W 5 D16 1770 64 1.56 2.76 177

W 6 D29 5560 37 5.04 28.0 1036

W 7 D29 3620 37 5.04 18.2 673

W 8 D29 5560 1 5.04 28.0 28

W 9 D29 3620 1 5.04 18.2 18

W 10 D29 8100 27 5.04 40.8 1102

W 11 D29 5830 10 5.04 29.4 294

W 12 D29 8830 1 5.04 44.5 45

W 13 D19 8030 37 2.25 18.1 670

W 14 D19 8030 6 2.25 18.1 109

W 15 D19 8100 27 2.25 18.2 491

W 16 D19 5830 10 2.25 13.1 131

W 17 D19 8840 6 2.25 19.9 119

17111

W0 1 D13 1630 544 0.995 1.62 881

881

G 1 D13 2320 76 0.995 2.31 176

176

B F 1-1 D32 8000 33 6.23 49.8 1643 (33)

B F 1-2 D32 7050 33 6.23 43.9 1449

B F 2-1 D32 7000 32 6.23 43.6 1395 (32)

B F 2-2 D32 8050 32 6.23 50.2 1606

B F 3-1 D32 7000 9 6.23 43.6 392 (9)

B F 3-2 D32 6620 9 6.23 41.2 371

B F 4-1 D32 8000 9 6.23 49.8 448 (9)

B F 4-2 D32 5450 9 6.23 34.0 306

F 5 D32 11150 9 6.23 69.5 626

B F 6-1 D32 11000 20 6.23 68.5 1370 (20)

B F 6-2 D32 5170 20 6.23 32.2 644

B F 7-1 D32 10000 20 6.23 62.3 1246 (20)

B F 7-2 D32 6250 20 6.23 38.9 778

B F 8-1 D32 9000 33 6.23 56.1 1851 (33)

B F 8-2 D32 5160 33 6.23 32.1 1059

B F 9-1 D32 9000 7 6.23 56.1 393 (7)

B F 9-2 D32 4100 7 6.23 25.5 179

F 10 D32 10620 7 6.23 66.2 463

B F 11-1 D32 9000 21 6.23 56.1 1178 (21)

B F 11-2 D32 6390 21 6.23 39.8 836

F 12 D29 9790 25 5.04 49.3 1233

F 13 D29 8020 1 5.04 40.4 40

B F 14-1 D29 5500 12 5.04 27.7 332 (12)

B F 14-2 D29 8220 12 5.04 41.4 497

B F 15-1 D29 7000 13 5.04 35.3 459 (13)

B F 15-2 D29 7270 13 5.04 36.6 476

F 16 D19 9790 25 2.25 22.0 550

F 17 D19 8020 1 2.25 18.0 18

F 18-1 D19 5500 15 2.25 12.4 186

F 18-2 D19 9440 15 2.25 21.2 318

F 19-1 D19 7000 15 2.25 15.8 237

F 19-2 D19 7800 15 2.25 17.6 264

F 20-1 D19 7000 5 2.25 15.8 79

F 20-2 D19 9930 5 2.25 22.3 112

F 21 D19 8020 5 2.25 18.0 90

F0 1 D13 1580 436 0.995 1.57 685

F0 D13 1510 119 0.995 1.50 179

864

49938361 17144 30498

12737053 1764 10090

18541520 3374

177

864176 1921

17.287 18.9088.984 46060

2

kg

177

(25)

(209)

177

7053

1273

1764

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

機械式鉄筋定着工法数量表

544 箇所

鉄筋径
箇所数

0＜Ｌ≦1m 1m＜Ｌ≦2m 2m＜Ｌ≦3m 3m＜Ｌ≦4m 4m＜Ｌ≦5m 5m＜Ｌ≦6m

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

D35

D38

小 計

合 計

544

544

kg

kg

kg

kg

kg

kg

F 23 D32 4710 40 6.23 29.3 1172

27028 kg

F 22 D32 4760 92 6.23 29.7 2732

<544>

機械式定着箇所

<544>

< >内数値は機械式定着工箇所を示す。

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

L型擁壁配筋図(8)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

かやぐらばし　L型擁壁配筋図(8) S=1:100
L1(8)

D25

D22

D19

D16

D13

小 計

小 計

D32

D29

合 計

D16

～D25

D29,

D32

D35

D38

(SD345)

C(E)

B鉄筋

kg

kg

881

881

881

881

<544>

C

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。

     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ◎ は上部工施工を示す。

　　☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。

　　K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。

　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)

　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)

　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の承認を得てから工事を行うこと。

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

　　B はB種鉄筋とする。
　　C はC種鉄筋とする。

※

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

C(E)鉄筋

☆

☆

☆

☆

kg

kg

kg

kg

箇所
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かやぐらばし　L型擁壁配筋図(9) S=1:100

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

L型擁壁配筋図(9)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

L2(1)

130

☆
☆ ☆

☆

☆

☆

☆ ☆

☆

☆

☆ ☆

☆

☆

☆

☆

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。

     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ◎ は上部工施工を示す。

　　☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。

　　K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。

　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)

　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)

　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の承認を得てから工事を行うこと。

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。
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かやぐらばし　L型擁壁配筋図(10) S=1:100

L2(2)

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

L型擁壁配筋図(10)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

☆ ☆ ☆

☆

☆ ☆

    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と半円形フックの設置方向を変更してもよい。

      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ◎ は上部工施工を示す。

　　☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。

　　K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。

　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)

　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)

　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の承認を得てから工事を行うこと。

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。
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かやぐらばし　L型擁壁配筋図(11) S=1:100

L2(3)

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

L型擁壁配筋図(11)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所
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5

13
1.

5

13
1.

5

13
1

13
1.

5

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。

     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ◎ は上部工施工を示す。

　　☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。

　　K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。

　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)

　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)

　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の承認を得てから工事を行うこと。

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。
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かやぐらばし　L型擁壁配筋図(12) S=1:100

L2(4)

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

L型擁壁配筋図(12)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所
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7582

3
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(5292)

K
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89 89

☆
☆

☆☆
☆

☆ ☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。

     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ◎ は上部工施工を示す。

　　☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。

　　K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。

　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)

　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)

　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の承認を得てから工事を行うこと。

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。
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鉄 筋 加 工 寸 法 表
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a

θ

R∅

a

165105D35

114D38 179

151192.545

20949 164

8

9
D25

D22

D19

径

D16

D13

2614

708

小 計

小 計

D32

D29

合 計

種  別

D16

～D25

D29,

D32

3322

質 量 摘 要

鉄 筋 集 計 表

D35

D38

(SD345)

A

222

(kg)記　号 本　数径
(mm)

長　さ
(kg/m)

単位質量
(kg)

１本当り質量
(kg)
質　量

鉄 筋 表
摘　要

機械継手数量表
項目 鉄筋径 箇所数

機械継手

箇所数

合  計 82箇所

D16

D19

D22

D25

41

-

-

注：(  )内数値は機械継手箇所を示す。

D25

D22

D19

D16

D13

小 計

小 計

D32

D29

合 計

D16

～D25

D29,

D32

3651

D35

D38

(SD345)

B

D25

D22

D19

D16

D13

2418

322

小 計

小 計

D32

D29

合 計

D16

～D25

D29,

D32

2418

D35

D38

(SD345)

A(E)

W 1 D25 8420 8 3.98 33.5 268

W 2 D25 6560 33 3.98 26.1 861

W 3 D16 8270 8 1.56 12.9 103

W 4 D16 6410 33 1.56 10.0 330

W 5 D16 1800 41 1.56 2.81 115

W 6 D16 9800 12 1.56 15.3 184

W 7 D16 5860 14 1.56 9.14 128

W 8 D16 10610 1 1.56 16.6 17

W 9 D16 9800 12 1.56 15.3 184

W 10 D16 5860 14 1.56 9.14 128

W 11 D16 10610 6 1.56 16.6 100

2418

W0 1 D13 1630 199 0.995 1.62 322

322

B F 1-1 D25 7000 20 3.98 27.9 558 (20)

B F 1-2 D25 7720 20 3.98 30.7 614

B F 2-1 D25 8000 21 3.98 31.8 668 (21)

B F 2-2 D25 6720 21 3.98 26.7 561

B F 3-1 D19 10000 41 2.25 22.5 923 (41)

B F 3-2 D19 3540 41 2.25 7.97 327

F 4 D16 9800 49 1.56 15.3 750

F 5 D16 9810 2 1.56 15.3 31

F 6 D16 9800 54 1.56 15.3 826

F 7 D16 9810 2 1.56 15.3 31

F 8 D25 4620 41 3.98 18.4 754

F 9 D19 9800 5 2.25 22.1 111

F 10 D19 9810 5 2.25 22.1 111

6265

D13 1590 448 0.995 1.58 708

708

kg

kg

kg

kg

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

A鉄筋 B鉄筋 合計

D25 kg

D22

D19 kg

D16 kg

D13 kg

合計 kg

機械継手箇所

(41)kgkg

kg

kg

kg

kg

kgkg

 754 1129 2401  4284

 222 1472

708 1030

3322 2418 3651  9713

2927

(82)

kg1289

1289

機械式鉄筋定着工法数量表

199 箇所

鉄筋径
箇所数

0＜Ｌ≦1m 1m＜Ｌ≦2m 2m＜Ｌ≦3m 3m＜Ｌ≦4m 4m＜Ｌ≦5m 5m＜Ｌ≦6m

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

D35

D38

小 計

合 計

199

199

F0

<199>

< >内数値は機械式定着工箇所を示す。

機械式定着箇所

<199>

1

かやぐらばし　L型擁壁配筋図(13) S=1:100

L2(5)

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

L型擁壁配筋図(13)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

C(E)鉄筋

kg

kg

322

322

D25

D22

D19

D16

D13

小 計

小 計

D32

D29

合 計

D16

～D25

D29,

D32

D35

D38

(SD345)

C(E)

322

1129

1638

754

1250

2401

3651

41

1638 kg

kg 1250 (41)

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。

    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の

    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。

     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ◎ は上部工施工を示す。

　　☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。

　　K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。

　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)

　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)

　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の承認を得てから工事を行うこと。

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

　　B はB種鉄筋とする。
　　C はC種鉄筋とする。

C※

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

A(E)鉄筋

kg

kg

kg

kg
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至 新地IC至 相馬IC
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60

205920

2830

100 2730

190

10090
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4280 1640

上り線　A2橋台下り線　A2橋台

目地材目地材

▽61.800

▽64.300

2
5
00

2
0
0

1
16
3

1
4
39

3330 690

1550 1550

基礎材

基礎材

3001250

2
5
00

2
00

1750

100 1550 100

1:
0.
5

基礎材

▽61.800

▽64.300

項　目 単位規　格 数　量 摘　要

コンクリート 9.3

数量表

m3

型　枠 m2

C2-1

C

RC-40 t=20cm

25.9

基礎材 m3 1.1

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　A2橋台重力式擁壁一般図

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A2橋台重力式擁壁一般図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

S=1:100平　面　図

S=1:50展　開　図 S=1:50標準断面図
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面

▽
48

.0 1:0.8

1
:0

.
8

1:0.8

1:0.8

Mk(sa)1

Bn・sf

Mk(sa)2

tg

tc

800

3500750
500

1120

40.000

S=1:300正 面 図

5630

S=1:300平 面 図
①：1段目アンカー設置位置、n= 4ヶ所
②：2段目アンカー設置位置、n=10ヶ所
③：3段目アンカー設置位置、n= 9ヶ所

01020304050

KⅡ-R4-17

1
25

00

50
0

90
00

30
00

②
+53.500

①
+56.000

③
+51.000

掘削底
+48.000

鋼矢板天端
+57.500

10
00

25
00

2
50

0
30

00

B1-S
11-N

o.31

0 10 20 30 40 50

210

1
20

500

上矢板

210

22
0

下矢板

67
0

※すみ肉ｻｲｽﾞ S=9mm
PL100×19×220(SM490A)

※すみ肉ｻｲｽﾞ　S=12mm

PL210×19×670(SM490A)

PL100×19×220(SM490A)
※すみ肉ｻｲｽﾞ S=9mm

ガウジング後溶接

（現場溶接）

鋼矢板
SP-ⅤL型

1
00

PL210×19×670(SM490A)

※すみ肉ｻｲｽﾞ　S=12mm

PL100×19×220(SM490A)
※すみ肉ｻｲｽﾞ S=9mm

PL100×19×220(SM490A)

※すみ肉ｻｲｽﾞS=9mm

S=1:40

裏波溶接または

鋼矢板　SP-ⅤL型

鋼矢板現場建込み溶接継手

内 外

上矢板

－0°

下矢板

21
0

21
0

3以
下

10
0

220 19

10
0

4以下
45°＋5°

19670

開先加工の形状

（現場溶接）

ガウジング後溶接

補強板 S=1:40
PL210×19×670(SM490A)

PL100×19×220(SM490A)

S=1:40

裏波溶接または

粘土混じり砂礫

記号 主な土質・岩石名

Bn

粘土混じり砂礫

tc

tg

Mk(sa)1

Mk(sa)2

Mk(si)

礫混じり粘土

玉石混じり砂礫

礫混じり粘土

極細粒砂岩

凝灰質中粒砂岩

シルト岩

sf

粘性土

地質区分凡例

SP-ⅤL型 43@500=21500

+45.000

SP-ⅤL型 43@500=21500

腹起材(加工材）
2-H300×300×10×15
2段目：L=19.750m×2
3段目：L=17.750m×2

腹起材(加工材)
2-H350×350×12×19

1段目：L=7.75m×2

鋼矢板
SP-ⅤL型,L=12.50m

1ヶ所ｼﾞｮｲﾝﾄ

7503@2000=6000

9@2000=1800010001750

1000 8@2000=16000

1段目ｱﾝｶｰ

2段目ｱﾝｶｰ

3段目ｱﾝｶｰ

①
②

③

①
②

③

①
②

③

①
②

③

②
③

②
③

②
③

②
③

②
③

②

7503@2000=600020004@2000=8000200010001750

計画地盤高
+57.000

設計水位
+51.590

1500

横矢板
軽量鋼矢板LSP-3D型(t=5mm)

ガイド材
L150×150×12

L=9.50m

L=1.60m

ガイド材
L150×150×12

L=9.50m

横矢板
軽量鋼矢板LSP-3D型(t=5mm)

L=1.60m

3
25

25
@3

67
=9

17
5

+57.500

+48.000

かやぐらばし　A1橋台土留工構造図(1)

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

A1橋台土留工構造図(1)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

鋼矢板切断位置
計画地盤高から1.0m

切
断

長

10
00

切
断

長 Bn・sf(盛土)

N=7  γ=18kN/m3

φ=0°C=41kN/m2 tc(磯まじり粘土)

N=7  γ=17kN/m3

φ=0°C=43kN/m2

Mk(sa)2(極細粒砂岩)

N=185  γ=17kN/m3

φ=41° C=3172kN/m2
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S=1:100１－１ 断面図

S=1:100平 面 図

50.000

S=1:20ｶﾞｲﾄﾞ金具取付詳細図

7
5

ｶﾞｲﾄﾞ金具
H300×300×10×15

ウィング堅壁

打ち込み式ｱﾝｶｰ
M20(埋め込み長80mm）

@0.40m,n=24

横矢板
軽量鋼矢板LSP-3D型(t=5mm)

L=1.60m,n=25

L=1.20m,n=7
L=1.10m,n=1

２

２

1500

ｶﾞｲﾄﾞ金具
L150×150×12
L=1.20m,n=7
L=1.10m,n=1

ウィング堅壁

鋼矢板
FSP-ⅤL型

打ち込み式ｱﾝｶｰ
M20(埋め込み長80mm）

@0.40m,n=24

横矢板
軽量鋼矢板LSP-3D型(t=5mm)

L=1.60m,n=25

1
18

3
1
50

7
5

7
5

Ⅰ期線Ⅱ期線

腹起材
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0

90
00

+53.500

+56.000
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掘削底
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鋼矢板天端
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25
25
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67
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1500

ｶﾞｲﾄﾞ金具
L150×150×12
L=1.20m,n=7
L=1.10m,n=1打ち込み式ｱﾝｶｰ

M20(埋め込み長80mm）

@0.40m,n=24

横矢板
軽量鋼矢板LSP-3D型(t=5mm)

L=1.60m,n=25
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150

S=1:20ｶﾞｲﾄﾞ金具詳細図

150

75 375

1
20

0

20
0

2@
40

0=
40

00
10

00

23
.5

150

75 375

11
00

20
0

2@
40

0=
40

00
50

0

23
.5

ｶﾞｲﾄﾞ金具
L150×150×12
L=1.20m,n=7

ｶﾞｲﾄﾞ金具
L150×150×12
L=1.10m,n=1

かやぐらばし　A1橋台横矢板詳細図

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台横矢板詳細図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

項　目 規格寸法(mm) 長さ(m) 数量

単位質量

(kg/m)

単品質量 質　量

摘　要

軽量鋼矢板 LSP-3D型(t=5mm) 1.6 25 19.3 30.88 772

772

ガイド金具 L150×150×12 7 32.76 229

L150×150×12 1 30.03 30

(kg) (kg)

259

M20(埋め込み長さ80mm） 24 0.5 12打ち込み式ｱﾝｶｰ

SP

ガイド金具

L

L

1.200

1.100

27.3

27.3

合計質量: kg

BN

種別

合計質量: kg

12合計質量: kg

1043総合計質量: kg

・横矢板数量表

SS400
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S=1:300平 面 図
①：1段目アンカー設置位置、n=10ヶ所
②：2段目アンカー設置位置、n= 9ヶ所
③：3段目アンカー設置位置、n= 9ヶ所
④：4段目アンカー設置位置、n= 8ヶ所
⑤：5段目アンカー設置位置、n= 7ヶ所
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ガウジング後溶接

（現場溶接）
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10
0

PL210×19×670(SM490A)
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1ヶ所ｼﾞｮｲﾝﾄ・頭部溶接あり

粘土混じり砂礫

記号 主な土質・岩石名

Bn

粘土混じり砂礫

tc
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Mk(sa)1

Mk(sa)2

Mk(si)

礫混じり粘土
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A2橋台土留工構造図(1)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

Bn・sf(盛土)

N=7  γ=18kN/m3

φ=0°C=41kN/m2

tg(砂礫)

N=37  γ=21kN/m3

φ=39°C=0kN/m2

Mk(si)(シルト岩)

N=132  γ=17kN/m3

φ=21° C=3329kN/m2

鋼矢板切断位置
計画地盤高から1.0m

切
断

長

SP-ⅤL型 45@500=22500

210
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S=1:100１－１ 断面図
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縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台横矢板詳細図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

項　目 規格寸法(mm) 長さ(m) 数量

単位質量

(kg/m)

単品質量 質　量

摘　要

H形鋼 H200×200×8×12 5.7 72 49.9 284.43 20479

ガイド金具 H700×300×13×24 11 218.40 2402

1 236.60 237

(kg) (kg)

2639

M20(埋め込み長さ80mm） 144 0.5 72打ち込み式ｱﾝｶｰ

H

ガイド金具

1.200

1.300

182.0

合計質量: kg

BN

種別

合計質量: kg

72合計質量: kg

23289総合計質量: kg

・横矢板数量表

20479

H

H H700×300×13×24 182.0

ﾌｨｰﾗｰﾌﾟﾚｰﾄ 72 1.38 99

99合計質量: kg

PL PL40×(t19～25)×200
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かやぐらばし　A2橋台既設補強土壁撤去図
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A2橋台既設補強土壁撤去図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

補強土壁撤去工　数量表
項　目 区　分 単位 数 量

m 2 205.7

補強土壁撤去
m

m 3

m 3

2286.5

7.9

3.1

コンクリート基礎形状図 S=1:20

かさコンクリート形状図 S=1:20

S=1:400

・Lは,ストリップの敷設長さを表す。

・　　印は、SS400（80×4.0）の幅広ストリップを表す。

　他は、SS490A（60×4.0）のストリップを表す。

撤去面積

補強材

かさコンクリート

基礎コンクリート
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